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論 文 内 容 の 要 旨 
 
第 1 章では、防犯面から見た道路環境の改善の必要性について言及し、大阪府におけるひったくり
問題の深刻さを示した上で、道路上の見通しとひったくり発生との関連を明らかにする意義について
述べた。本研究では、幅広い分析で利用ができる道路上の見通しの基礎データを整備し、それを防犯
分野の分析に応用することを目的とした。 
第 2 章では、本研究に関連する先行研究について概観し、これまでの研究の流れにおける本研究の
位置づけと、本研究のオリジナリティについて述べた。 
第 3 章では、本研究の主題である見通し距離の定量化に関する方法論について論じた。道路ネット
ワークにおける見通し距離の定量化に関する方法を提示し、得られた値を用いて見通し距離メッシュ
データを作成することで、定量的、定性的な分析に活用できることを示した。 
第 4 章では、第 3 章で提示した方法を京都市、大阪市、神戸市の 3 都市に適用するケーススタディ
を行った。このケーススタディの詳細について述べ、その妥当性を検討し、第 3 章で提示した方法を
実際の分析に展開できる可能性を探った。 
第 5 章では、見通し距離メッシュデータの防犯分野への応用を試みた。大阪市住吉区を対象とし、
見通し距離をひったくり分析の分析項目として取り入れ、見通し距離とひったくり発生の関係を分析
したところ、比較的見通しが悪い場所で一旦ひったくり発生密度が低くなるという知見が得られた。 
第 6 章では、第 5 章で得られた知見の一般性を確かめること、さらに多くの知見を得ることを目的
として、より詳細な分析を行った。大阪府警により配信されている「安まちメール」（ひったくりを
はじめとする街頭犯罪を認知した容疑段階で事件概要を事前登録者に携帯電話にメール配信する取
り組み）を活用し、通常は入手が困難な事件の詳細な情報を分析に取り入れた。この分析により、5
章で得られた知見の一般性が確認され、この現象はひったくり犯行手段（バイク／自転車）の違いに
よる影響を受けていることが明らかとなった。 
第 7 章では、本研究における総括と今後の展望について論じた。大阪府・大阪府警察本部が施行す
る「安全防犯指針」では、道路上の見通しの確保が謳われ、必要性の高い道路から整備が図られるよ
うに示されている。本研究で作成した見通し距離の基礎データを利用することで、効率的に、かつ、
迅速に施策を推進することができると考えられる。 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、「道路ネットワーク上の可視性」を切り口とした都市分析の可能性を明らかにするため、
近年深刻な問題となっているひったくり発生との関係を検討したものである。これまで可視性の研究
は、面的に広がる空間を対象としたものが中心であったが、本研究では、道路ネットワーク上の可視
性である「見通し距離」の定義を行い、地理情報システムを活用して見通し距離を算出するプログラ
ムを作成し、独自の分析を試みている。 
本論文の著者はまず、防犯面から見た道路環境改善の必要性、及び大阪府におけるひったくり発生
の深刻さを示し、本研究の目的を、道路上の見通しの汎用データベースを整備すること、そしてその
データを防犯分野の分析に応用することと定めている。そして、本研究に関連する研究事例を概観し、
既往研究と本研究の関連、本研究のオリジナリティについて述べている。 
次に、本研究で提案を行う「見通し距離」を定義し、その定量化の方法について比較検討を行い、
得られた見通し距離のデータが定量的、定性的な分析に用いることができることを示している。さら
に、ここで提案した定量化の方法を京都市、大阪市、神戸市の 3都市に適用するケーススタディを行
い、定量化によって得られたデータが実際の都市分析に展開できることを示している。 
この上で、見通し距離データの防犯分野への応用が検討されている。この検討は 2段階によって行
われ、第 1段階では、大阪市住吉区を対象とし、見通し距離をひったくり分析の分析項目として取り
入れ、比較的見通しが悪い場所で一旦ひったくり発生密度が低くなるという知見を得ている。第 2
段階は、第 1段階で得られた知見の一般性を確かめること、さらに多くの知見を得ることを目的とし、
より詳細な分析が行われている。大阪府警により配信されている「安まちメール」(街頭犯罪の事件
概要を携帯電話にメール配信する取り組み)を活用し、入手が困難な事件の詳細な情報を分析に取り
入れることで、第 1段階で得られた知見の一般性が確認され、さらにこの知見がひったくり犯行手段
の違いによる影響を受けていることを明らかにしている。 
以上の研究成果は、様々な要因が絡み合う都市問題を分析する上で新たな切り口を提案するもので
あり、都市問題として重要である犯罪発生との関係が見出せたことで、今後の都市工学/図形科学の
研究・計画実践の発展に寄与するところが大きい。したがって、本論文の著者は、博士(工学)の学位
を受ける資格を有すると認める。 
 
 
 
 
 
 
